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私
た
ち
の
街
新
松
戸
は
、
近
年
ま
で
江

戸
川
低
地
に
広
が
る
水
田
村
落
と
し
て
発

展
し
て
き
ま
し
た
。
た
だ
し
、
千
代
田
線

と
江
戸
川
に
狭
ま
れ
た
下
谷
地
区
は
三
年

に
一
度
の
収
穫
が
あ
れ
ば
よ
い
と
い
わ
れ

た
水
害
の
多
い
地
域
で
し
た
。
そ
れ
が
多

く
の
先
人
た
ち
の
労
苦
と
知
恵
に
よ
っ
て
、

明
治
期
に
は
人
も
う
ら
や
む
一
大
美
田
地

帯
に
生
ま
れ
変
っ
た
の
で
す
。
下
谷
を
流

れ
る
「
母
な
る
川
・
坂
川
」
の
恵
み
を
う

け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
美
田
地
帯
も
昭
和
四
十

年
代
に
な
る
と
宅
地
化
と
水
質
の
汚
染
が

急
速
に
進
み
、
さ
ら
に
国
鉄
武
蔵
野
線
の

新
設
も
計
画
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
に
、

首
都
圏
の
都
市
化
に
対
応
し
た
理
想
的
な

都
市
建
設
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
四
五
年

十
二
月
に
松
戸
市
新
松
戸
中
央
土
地
区
画

整
理
組
合
を
設
立
し
、
総
事
業
費
二
○
二

億
円
、
面
積
一
四
四
・
七
八
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
新
松
戸
街
づ
く
り
事
業
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。私
た
ち
組
合
の
都
市
計
画
事
業
は
〃
古

い
歴
史
の
あ
る
新
し
い
街
新
松
戸
〃
の
街

づ
く
り
を
念
願
と
し
て
出
発
し
た
も
の
で

側
新
松
戸
郷
土
資
料
館
の

展
示
室
に
つ
い
て

す
。
先
人
た
ち
の
築
い
た
伝
統
を
現
在
に

生
か
し
、
私
た
ち
組
合
の
事
業
完
成
の
記

念
館
と
し
て
、
さ
ら
に
地
域
住
民
の
対
話

の
場
と
な
る
新
松
戸
郷
土
資
料
館
を
昭
和

五
八
年
三
月
に
開
館
し
た
の
も
、
こ
の
理

念
に
も
と
づ
い
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
は

新
松
戸
の
よ
り
一
層
の
発
展
を
期
し
て
、

郷
土
資
料
館
の
財
団
法
人
化
を
千
葉
県
教

育
委
員
会
に
申
請
し
、
昭
和
六
一
年
八
月

に
財
団
法
人
新
松
戸
郷
土
資
料
館
の
設
立

の
認
可
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

伽
新
松
戸
郷
土
資
料
館
は
新
松
戸
地
域

の
公
益
法
人
と
し
て
文
化
活
動
を
お
こ
な

い
、
地
域
住
民
の
相
互
理
解
を
深
め
、
新

松
戸
地
域
及
び
松
戸
市
の
発
展
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の

た
め
に
、
㈱
新
松
戸
郷
土
資
料
館
の
定
款

で
は
、㈲
新
松
戸
郷
土
資
料
館
に
お
け
る
史
料

民
俗
品
の
展
示

口
新
松
戸
地
域
に
お
け
る
習
俗
の
調
査

研
究日
上
記
に
関
す
る
出
版
物
の
刊
行
及
び

講
演
会
四
そ
の
他
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る

た
め
に
必
要
な
事
業

と
い
う
文
化
活
動
を
お
こ
な
う
こ
と
に
し

て
お
り
ま
す
。

新
松
戸
の
歴
史
は
大
き
く
見
て
海
の
時

緬
圃
．
″

代
、
湿
地
帯
の
時
代
、
新
田
開
発
の
時
代
、

耕
地
整
理
事
業
の
時
代
を
経
て
、
美
田
が

松
戸
市
新
松
戸
中
央
土
地
区
画
整
理
組
合

の
事
業
に
よ
っ
て
計
画
都
市
に
変
っ
て
ゆ

く
歩
み
と
な
り
ま
す
。
郷
土
資
料
館
の
展

示
室
で
は
、
新
松
戸
の
歩
み
を
「
新
松
戸

の
土
地
と
人
の
歴
史
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

と
ら
え
、
さ
ら
に
「
新
松
戸
の
大
昔
」
・

「
新
松
戸
の
旧
六
ヶ
村
」
・
「
江
戸
時
代

の
新
松
戸
」
・
「
坂
川
の
流
れ
」
・
「
新

松
戸
の
誕
生
」
・
「
く
ら
し
・
今
と
昔
」

と
い
う
六
つ
の
コ
ー
ナ
ー
で
、
そ
れ
ぞ
れ

民
具
・
農
具
・
写
真
・
文
献
な
ど
を
展
示

し
て
解
説
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
展

示
品
の
多
く
は
組
合
員
の
み
な
さ
ま
か
ら

寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
新
松
戸

の
自
然
と
歴
史
を
直
接
に
自
分
の
目
で
確

め
る
こ
と
の
で
き
る
「
新
松
戸
周
辺
の
埋

没
古
地
形
」
・
「
坂
川
水
系
」
・
「
下
谷

の
農
家
」
・
「
昭
和
二
二
年
新
松
戸
及
び

そ
の
周
辺
村
落
」
・
「
都
市
建
設
の
完
成

し
た
新
松
戸
」
と
い
う
模
型
も
展
示
し
て

お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
各
コ
ー
ナ
ー
ご
と

に
展
示
替
を
お
こ
な
う
予
定
で
す
。

展
示
室
を
一
人
で
も
多
く
の
方
々
に
ご

利
用
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。
資
料
館
の
展
示
に
つ
い
て
ご
質

問
や
意
見
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
遠
慮
な

く
館
員
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

〆慰
夕

御
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
品
々
は
、
新

松
戸
の
歴
史
と
し
て
、
大
切
に
展
示
・
保

管
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
又
、

右
の
方
々
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
と
共

に
、
今
後
も
、
新
し
い
資
料
を
お
寄
せ
下

さ
い
ま
す
こ
と
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

秋
山
昇
治

荒
木
美
佐
保

池
田
清

石
井
倉
蔵

石
井
康
雄

市
川

毅

鵜
殿
亘

大
井
弘
好

大
井
房
蔵

大
川
尭

大
熊
義
光

大
倉
邦
夫

旧
大
谷
ロ
新
田
消
防
団

恩
田
唯
一

恩
田
隆
一

小
金
中
宿
町
会

斉
藤
和
責

酒
井
美
千
代

酒
巻
啓

篠
山
昌
平

展
示
品
寄
贈
者
一
瞬
鴨
一

吉吉吉吉湯谷谷谷八古日林萩中戸千関関鈴鈴
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下
谷
低
地
の
藻
刈
り
は
、
江
戸
時
代
初

期
の
新
田
開
発
の
時
期
よ
り
明
治
、
大
正
、

昭
和
と
変
わ
り
な
く
続
け
ら
れ
て
き
た
重

要
な
年
中
行
事
の
一
つ
で
し
た
。
坂
川
や

用
排
水
路
に
は
、
水
の
流
れ
を
悪
く
す
る

ト
チ
カ
ガ
ミ
・
マ
コ
モ
・
ヤ
ナ
ギ
モ
な
ど

の
藻
が
、
水
田
に
は
稲
の
成
長
を
防
げ
る

ア
オ
イ
・
ヒ
ル
ム
シ
ロ
が
繁
茂
し
、
永
年

に
渡
っ
て
人
々
を
悩
ま
せ
て
き
ま
し
た
。

文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
、
下
谷
低
地

の
悲
願
で
あ
っ
た
第
一
次
の
坂
川
排
水
工

事
が
終
わ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
計
画
通

り
に
は
水
が
流
れ
ず
、
そ
の
原
因
を
藻
の

繁
茂
に
あ
る
と
み
た
幕
府
の
役
人
が
、
名

主
、
組
頭
、
百
姓
代
な
ど
の
村
役
人
に
、

藻
刈
り
に
精
出
す
事
を
誓
約
さ
せ
ま
し
た
。

天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
、
坂
川
関
係
二
四

ヶ
村
に
よ
り
、
水
路
の
全
長
九
千
九
拾
八

間
（
約
一
六
キ
．
腕
）
を
、
村
々
の
耕
作
面

積
に
応
じ
て
藻
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。

藻
刈
り
作
業
は
、
水
量
の
増
す
六
月
か

ら
八
月
に
か
け
て
、
村
総
出
で
分
担
を
決

め
、
上
流
か
ら
下
流
へ
と
刈
り
取
っ
て
い

き
ま
し
た
。
藻
刈
り
用
具
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
水
の

原
爆
肺
Ⅱ
Ｅ

「
藻
刈
り
用
具
」

中
に
入
り
、
藻
や
水
辺
の
草
を
刈
る
長
柄

（
一
、
二
脚
）
の
〃
藻
刈
り
鎌
〃
・
刃
、

柄
が
共
に
長
く
（
全
長
三
、
四
脚
）
、
土

手
よ
り
水
中
の
藻
を
刈
り
取
る
〃
ナ
ギ
ナ

タ
〃
・
水
田
の
ヒ
ル
モ
を
か
き
取
る
〃
ヒ

ル
モ
カ
キ
〃
。
そ
し
て
、
刈
り
取
っ
た
藻

を
引
き
上
げ
る
た
め
の
〃
マ
ン
ノ
ウ
〃
が

あ
り
ま
す
。
暑
さ
の
中
、
重
労
働
で
刈
り

タ
〃
‐
水
田
の
ヒ
ル
モ
ュ

ル
モ
カ
キ
〃
。
そ
し
て
、

を
引
き
上
げ
る
た
め
の

あ
り
ま
す
。
暑
さ
の
中
、

取
っ
た
藻
は
田
舟
で
運

び
乾
燥
さ
せ
て
か
ら
、

肥
料
と
し
て
田
畑
に
敷

き
込
み
ま
し
た
。

大
正
十
三
年
、
日
本

に
移
入
さ
れ
た
ア
メ
リ

カ
ザ
リ
ガ
ニ
が
、
各
地

で
大
繁
殖
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
に

よ
っ
て
水
田
は
荒
ら
さ

れ
ま
し
た
が
、
裂
腹
に
、

藻
刈
り
作
業
は
省
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

や
が
て
、
坂
川
改
修
が

一
《
【
小
山
醒
・
二
（
須
一
・
酷
一
年
一
昨
１
一
Ｆ
〃
一
串
唖
三
・
審
野
』
一
唖
詫
】
一
〃
》
》
》
一
群
一
痔
》
判
一
ロ
ー
》
塞
一
犀
蓉
一
一
毎
吾
色
色
圭
一
韮
一
一
一
望
審
一

と
、
藻
も
繁
茂
し
に
く
く
な
り
ま
し
た
。

人
々
を
悩
ま
せ
て
き
た
こ
の
藻
も
、
一

方
で
は
、
水
の
浄
化
と
小
魚
な
ど
（
タ
ナ

ゴ
・
ナ
マ
ズ
・
カ
ラ
ス
貝
）
を
、
繁
殖
さ

せ
る
と
い
う
恵
み
が
あ
、
〆
ま
し
た
。
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昭
和
田
年

〃〃且二

2314弓

ノノ1C

3028

〃〃ご

3026弓

新
松
戸
南
小
学
校
五
年
生
来
館

（
鮒
、
脇
、
狐
、
脇
）

建
設
省
制
作
映
画
「
坂
川
の
流
れ
」

取
材
松
飛
台
小
学
校
教
員
来
館

幸
谷
小
学
校
三
年
生
来
館

旭
町
小
学
校
三
年
生
来
館

馬
橋
北
小
学
校
三
年
生
来
館
（
％
）

第
十
七
回
公
開
講
座
開
催

「
歴
史
の
捉
え
方
」

松
戸
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
来
館

新
松
戸
郷
エ
資
料
館
財
団
法
ノ
イ

多
摩
市
区
画
整
理
組
合
来
館

Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｆ
Ｍ
千
葉
「
流
山
電
鉄

沿
線
」
取
材

「
古
文
書
を
読
む
会
Ｉ
中
級
ｌ
」

講
座
開
催
（
十
回
シ
リ
ー
ズ
、
以

後
％
、
％
、
％
、
％
、
％
）

研
修
（
埼
玉
県
戸
田
博
物
館
）

横
須
賀
小
学
校
四
年
生
来
館

（
州
、
開
）

館
報
「
水
車
」
創
刊

馬
橋
小
学
校
四
年
生
来
館

第
十
六
回
公
開
講
座
開
催

「
松
戸
の
純
文
遺
跡
」

日
誌
抄

P

◇
桜
の
ほ
こ
ろ
ぶ
春
に
、
一
水
車
」
第
一

号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

◇
流
鉄
二
両
編
成
の
「
菜
の
花
号
」
で
新

坂
川
沿
い
の
お
花
見
を
、
お
楽
し
み
下
さ
い
。

◇
三
月
い
っ
ぱ
い
で
、
専
門
委
員
と
館
員

三
名
が
Ｏ
Ｂ
に
な
り
ま
し
た
。
今
迄
の
お

し
み
な
い
協
力
に
感
謝
し
、
気
持
ち
も
新

た
に
「
土
地
と
人
の
歴
史
」
を
テ
ー
マ
に
、

ス
タ
ー
ト
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の

御
感
想
を
、
お
聞
か
せ
願
え
れ
ば
幸
い
で

す
。 ▽

開
館
日
毎
週
水
曜
～
日
曜
日

▽
時
間
加
時
～
恥
時
（
た
だ
し
、
入

館
は
晦
時
鋤
分
迄
）

▽
入
館
料
無
料

▽
所
在
地
松
戸
市
新
松
戸
３
１
”

新
松
戸
市
民
セ
ン
タ
ー
３
階

▽
電
話
丑
“
・
１
９
０
９

〈
資
料
館
利
用
の
ご
案
内
〉

編
集
後
記
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